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来
し
つ
つ
あ
り
、
砲
兵
部
隊
の
存
在
や
運

用
に
決
定
的
な
問
題
を
提
起
し
て
い
る
。

現
在
ま
で
の
対
砲
兵
戦
は
、
敵
砲
兵
が
射

撃
し
た
場
合
に
、
目
標
を
迅
速
に
発
見
し
、

破
壊
し
、
陣
地
変
換
を
し
て
自
己
火
砲
の

生
き
残
り
を
図
る
こ
と
が
中
心
と
な
っ
て

い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
大
量
の
U
A
V
が
砲

兵
部
隊
上
空
に
常
時
徘
徊
す
る
時
代
が
到

来
し
た
。
砲
兵
部
隊
は
、
射
撃
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
、
常
時
監
視
さ
れ
て
、
容
易

に
発
見
さ
れ
、
優
先
的
に
攻
撃
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
火
砲
の
広
域
分
散
や
短
時
間

の
陣
地
変
換
の
重
要
性
は
変
わ
ら
な
い

が
、
更
に
、
射
撃
単
位
も
大
隊
や
中
隊
で

は
な
く
、
1
門
や
数
門
単
位
の
射
撃
で
効

果
を
上
げ
る
必
要
が
あ
る
。
観
測
に
つ
い

て
は
、
U
A
V
等
を
最
大
限
活
用
し
て
カ

バ
ー
で
き
る
範
囲
を
抜
本
的
に
見
直
す
必

要
が
あ
る
。
更
に
、
上
空
に
徘
徊
す
る
敵

U
A
V
に
対
応
す
る
C-

U
A
V
能
力
や

C-

R
A
M
能
力
を
砲
兵
部
隊
が
自
ら
保

有
し
な
い
限
り
生
き
残
る
こ
と
が
で
き
な

い
時
代
と
な
っ
て
き
た
。

④　

火
砲
・
弾
薬
の
備
蓄
と
友
好
国
と
の

相
互
支
援
協
力
体
制

　

砲
兵
戦
の
戦
い
は
、
膨
大
な
弾
薬
確
保

を
巡
る
兵
站
の
戦
い
で
も
あ
る
。
ど
の
国

に
お
い
て
も
、
損
耗
す
る
火
砲
や
大
量
に

使
用
す
る
弾
薬
を
す
べ
て
備
蓄
す
る
こ
と

や
有
事
に
生
産
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
。
初
期
の
国
土
防
衛
作
戦
に
必
要
不
可

欠
な
一
定
量
の
予
備
の
確
保
と
備
蓄
は
、

当
然
の
対
応
で
あ
る
が
、
今
回
の
露
宇
戦

争
に
お
け
る
兵
站
上
の
教
訓
を
し
っ
か
り

分
析
し
、
い
か
な
る
場
合
に
お
い
て
も
、

必
要
と
な
る
装
備
や
弾
薬
を
作
戦
の
進
展

に
合
わ
せ
て
確
保
で
き
る
よ
う
に
、
友
好

国
と
の
相
互
支
援
体
制
を
構
築
す
る
必
要

が
あ
る
。

　

今
回
は
、
現
在
も
継
続
中
の
露
宇
戦
争

に
つ
い
て
砲
兵
戦
を
焦
点
と
し
て
分
析
し

た
が
、
戦
闘
の
実
態
を
捉
え
る
一
つ
の
視

点
に
し
か
過
ぎ
な
い
。
砲
兵
火
力
の
優
勢

を
巡
る
砲
兵
戦
に
加
え
て
、
戦
車
対
対
戦

車
火
器
に
よ
る
近
接
火
力
戦
闘
の
攻
防
戦
、

航
空
優
勢
を
巡
る
航
空
機
と
対
空
ミ
サ
イ

ル
の
攻
防
戦
、
U
A
V
と
C-

U
A
V
の

新
た
な
攻
防
戦
、
電
磁
波
戦
を
巡
る
攻
防

戦
、
サ
イ
バ
ー
戦
と
サ
イ
バ
ー
防
御
、
兵

站
の
確
保
を
巡
る
攻
防
戦
等
多
く
の
要
因

が
絡
ま
り
あ
っ
て
戦
闘
は
展
開
し
て
い

る
。
古
い
戦
い
方
と
新
し
い
戦
い
方
が
混

在
し
て
い
る
露
宇
戦
争
の
実
体
を
分
析
し

て
教
訓
を
引
き
出
し
、
将
来
の
戦
争
に
備

え
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
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佐
々
木
孝
博
氏
（
海
自
86
）
は
、
露
防

衛
駐
在
官
や
統
幕
サ
イ
バ
ー
企
画
調
整
官

等
を
歴
任
し
、
退
官
後
は
広
島
大
学
客
員

教
授
、
明
治
大
学
客
員
研
究
員
等
と
し
て

現
代
戦
、
未
来
戦
の
調
査
研
究
を
行
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
研
究
成
果
は『
偕
行
』（「
ロ

シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
を
振
り
返
る
」

〈
令
和
5
年
7
・
8
月
号
〉）
に
投
稿
し
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
安
全
保
障
講
座
で

も
数
回
に
わ
た
り
講
演
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
書
は
、「
ペ
リ
ー
黒
船
艦
隊
か
ら
ウ

ク
ラ
イ
ナ
戦
争
ま
で
」
と
い
う
副
題
に
あ

る
よ
う
に
、
19
世
紀
後
半
か
ら
現
代
に
至

る
ま
で
の
、
技
術
革
新
及
び
戦
争
・
紛
争

が
も
た
ら
す
軍
艦
の
変
化
に
つ
い
て
、
豊

富
な
具
体
例
を
交
え
な
が
ら
体
系
的
に
記

述
し
た
も
の
で
す
。

　

そ
の
大
ま
か
な
流
れ
で
す
が
、
ま
ず
、

黒
船
来
航
に
象
徴
さ
れ
る
「
砲
艦
外
交
」

の
時
代
か
ら
、「
敵
よ
り
も
大
砲
打
撃
力

の
勝
る
軍
艦
」へ
と
進
化
し
ま
す
。
日
清
・

日
露
戦
争
は
こ
の
時
代
に
相
当
し
ま
す
。

日
露
戦
争
後
に
列
強
間
で
建
艦
競
争
が
起

こ
り
、
大
艦
巨
砲
主
義
に
よ
る
艦
隊
決
戦

が
海
戦
の
雌
雄
を
決
す
る
時
代
へ
と
移
行

し
ま
す
。
し
か
し
、
急
激
な
軍
備
の
増
強

は
各
国
に
財
政
負
担
を
強
い
、
軍
縮
の
時

代
を
迎
え
ま
す
。
両
大
戦
間
に
世
界
情
勢

が
緊
迫
し
だ
す
と
、
軍
縮
条
約
は
破
棄
さ

れ
、
再
び
軍
備
増
強
の
時
代
に
入
り
、
新

た
な
兵
器
と
し
て
潜
水
艦
や
航
空
機
が
登

場
し
、
艦
隊
決
戦
か
ら
空
母
に
よ
る
航
空

作
戦
が
主
流
と
な
り
ま
す
。
ハ
ワ
イ
海
戦

や
マ
レ
ー
沖
海
戦
で
、
日
本
は
そ
の
主
役

の
一
端
を
担
い
ま
す
。
第
2
次
大
戦
後
は
、

空
母
を
守
る
た
め
に
ミ
サ
イ
ル
対
応
艦
が

必
要
と
な
り
、
イ
ー
ジ
ス
艦
・
ス
テ
ル
ス

艦
が
登
場
し
、
更
に
弾
道
ミ
サ
イ
ル
対
応

イ
ー
ジ
ス
艦
の
必
要
性
が
増
大
し
ま
す
。

そ
し
て
、
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
で

は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
が
黒
海
に
「
無
人
艦

隊
」
を
投
入
し
、海
戦
の
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー

を
起
こ
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
海
戦
の
技
術
革
新
の
キ
ー

ワ
ー
ド
は
無
人
化
と
A
I
化
で
す
が
、
そ

れ
は
ま
さ
に
著
者
の
専
門
分
野
で
す
。
ぜ

ひ
、
本
書
を
ご
一
読
く
だ
さ
い
。
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